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■
女
性
部
会
第
36
回
通
常
総
会

　

4
月
28
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
、
第
1
回
理
事
会
に

引
き
続
き
第
36
回
通
常
総
会
が
広
島
東
税
務
署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓

を
迎
え
開
催
さ
れ
、
4
つ
の
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案　

2
0
2
5
年
度
事
業
報
告
の
件

　

第
2
号
議
案　

�
2
0
2
5
年
度
決
算
報
告
承
認
及
び
監
査
報
告
に
関
す
る

件

　

第
3
号
議
案　

2
0
2
6
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

　

第
4
号
議
案　

2
0
2
6
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

　

基
本
方
針
等
は
次
の
と
お
り
。

〈
基
本
方
針
〉

　

女
性
部
会
員
の
税
務
知
識
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
企
業
経
営
の
発
展
に

資
す
る
と
と
も
に
、
女
性
部
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
と
の

緊
密
な
連
携
に
よ
り
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

〈
主
な
事
業
計
画
の
う
ち
公
益
関
係
を
抜
粋
〉

⑴
税
の
啓
発
活
動
（
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
）

　

「
税
」
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管
内
19
校
の
小

学
校
6
年
生
を
対
象
に
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
は
が
き
を
募
集
し
、
優
秀
な

作
品
の
表
彰
を
行
う
。

⑵
税
制
提
言
活
動

　

税
制
改
正
要
望
事
項
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
、

提
言
活
動
を
実
施
す
る
。

⑶
地
域
発
展
活
動

　

法
人
会
の
理
念
に
の
っ
と
り
地
域
社
会
貢
献
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
女
性
部
会
の
発
展
と
と
も
に
法

人
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま
た
、
病
院
へ
の
タ
オ
ル

寄
贈
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。

⑷
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

法
人
会
全
体
と
し
て
の
事
業
充
実
に
向
け
連
携
し

て
取
り
組
む
。

4
月
16
日
、
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
に
て
、
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
埼
玉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
彩
の
国
（
さ
い
の
く
に
）」
か
ら
輝
く
未
来
へ
～
女

性
が
創
る
新
時
代
～
」
で
、
全
国
の
女
性
部
会
員
約
1
、7
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
ふ
じ
み
野
市
の
女
子
小
中
高
生
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
『
V
I
O
L
E
T
』
に
よ

る
華
や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
。

第
一
部
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家 

林
家
た
い
ぞ
う
氏
が

「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
。」と
題
し
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
式
典
に
先
立
ち
、
令
和
七
年
度
の
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
全
法
連
女
連
協
会
長
賞
の
作
品
が
ス
ク
リ
ー

ン
で
紹
介
さ
れ
、
式
典
の
後
、
埼
玉
県
内
の
女
性
部
会
に

よ
る
租
税
教
育
や
社
会
貢
献
活
動
の
様
子
が
映
像
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
令
和
9
年
4
月
15
日
に
、

長
崎
県
長
崎
市
の
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
に
て
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

�

（
女
性
部
会
長　

中
島
典
子
）

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム  

埼
玉
大
会
に
参
加
し
て

埼
玉
大
会
に
参
加
し
て

3
月
10
日
、
会
報
誌
や
講
演
会
で
呼
び
掛
け
て
集
ま
っ

た
新
品
タ
オ
ル
3
0
0
枚
を
広
島
市
民
病
院
へ
寄
贈
し
た
。

毎
年
継
続
し
て
い
る
タ
オ

ル
寄
贈
へ
の
感
謝
を
病
院

長
が
述
べ
ら
れ
、
感
謝
状

を
受
け
た
。今
回
で
26
回
目
。

本
年
度
も
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、
ご
提
供
い
た

だ
け
る
新
品
タ
オ
ル
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
社
会
貢
献
◆

広
島
市
民
病
院
に

タ
オ
ル
寄
贈



　

小
学
生
へ
の
租
税
教
育
活
動
と
し
て
、
毎

年
、
広
島
東
税
務
署
管
内
の
小
学
６
年
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
租
税
教
室
な
ど

を
通
じ
て
、
学
童
に“
税
の
大
切
さ
”や“
税

の
果
た
す
役
割
”に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
知
識
や
感
想
を
“
絵
は
が
き
”
に
す
る

こ
と
で
、
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

身
近
な
お
知
り
合
い
に
、
是
非
と
も
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
：�

広
島
東
税
務
署
管
内
の
小
学

校
で
６
年
生
の
児
童
対
象
。

◇
応
募
用
紙
：�

規
定
の
応
募
用
紙
を
管
内
の

各
小
学
校
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

◇
応
募
締
切
：�

2
0
2
6
年
９
月
25
日
㈮　

担
任
の
先
生
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
審　
　

査
：�
応
募
作
品
の
中
か
ら
美
術
講

師
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
優

秀
作
品
を
選
び
ま
す
。

◇
主 

催 

者
：�

公
益
社
団
法
人　

広
島
東
法

人
会

　

後　
　

援
：�

国
税
庁
、
広
島
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
（
租
推
協
）

「第17回 税に関する絵はがきコンクール」作品募集のお知らせ
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■
女
性
部
会・青
年
部
会 

合
同
例
会

　

6
月
29
日
、
女
性
部

会
・
青
年
部
会
の
合
同
例

会
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で
開
催
さ
れ
、
講

師
に
₂
₀
₀
₈
年
～
₂
₀

₂
₂
年
ま
で
広
島
東
洋

カ
ー
プ
で
活
躍
さ
れ
た
株

式
会
社
H
A
K
I
p
r
o
代
表
取
締
役
安
部
友
裕
氏
を

お
招
き
し
ま
し
た
。「
健
康
経
営
と
チ
ー
ム
の
力
―
覇
気

と
調
和
す
る
働
き
方
―
」
と
題
し
て
、
三
連
覇
の
軌
跡

や
目
的
達
成
の
た
め
の
V
i
s
i
o
n
の
大
切
さ
な
ど

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
例
会

は
、
女
性
部
会
・
青

年
部
会
合
同
で
行
わ

れ
総
勢
60
名
の
参
加

が
あ
り
、
懇
親
会
に

は
講
師
の
安
部
友
裕

氏
も
参
加
い
た
だ
き

名
刺
交
換
の
行
列
が

で
き
る
な
ど
普
段
交

流
の
な
い
女
性
部

会
・
青
年
部
会
の
貴

重
な
交
流
会
と
な
り

有
意
義
な
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

西
村
勝
己
）

講師：安部友裕氏

所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名 所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名
部 会 長 中島　典子 広 島 駅 弁 当 ㈱ 厚 生 副 委 員 長 松村　由貴 アーク不動産システム㈱
顧 問 理 事 石井　智子 ㈱ 二 葉 親 睦 委 員 長 三浦由美子 ㈱ 健 康 美 学
副部会長（組織・厚生） 小畑由紀美 ㈱ 小 畑 百 花 園 親 睦 副 委 員 長 岩田　直美 イ ワ タ ハ ウ ス ㈱
副部会長（親睦・研修・広報） 松本　周子 ㈱ 金 融 財 務 研 究 所 研 修 委 員 長 伊藤　瑞穂 大 同 生 命 保 険 ㈱
組 織 委 員 長 山本　純代 山 本 設 備 工 業 ㈱ 広 報 委 員 長 田室名保美 たむろ木材カンパニー㈱
組 織 副 委 員 長 保田　厚子 ㈱ 三 十 八 花 堂 監 事 岸田　洋美 ㈱ 中 栄
厚 生 委 員 長 山田　弘子 ㈱広島ゴルフショップ 監 事 東　優理子 医 療 法 人 健 康 の 風

氏　　名 法　　人　　名
大島　友子 ㈱ リ マ ッ ク

2026年度 女性部会名簿〔役員〕

新入会員 2026.2〜2026.7
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法
人
会
の
懇
親
会
は
多
く
の
方

と
の
交
流
を
目
的
に
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
３
０
１
０
運
動
」 

よ
り

も
時
間
設
定
を
短
く
し
、
基
本
的

に
「
最
初
の
15
分
間
と
終
了
前
10

分
間
」
を
食
事
の
時
間
と
し
、
宴
会

等
で
の
食
べ
残
し
、
す
な
わ
ち
、「
食

品
ロ
ス
」
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

＊「
３
０
１
０
運
動
」
と
は

　

宴
会
等
の
場
に
お
い
て
、
乾
杯
後

の
30
分
は
自
席
で
食
事
を
楽
し
み
、

お
開
き
前
の
10
分
も
自
席
に
戻
っ

て
食
事
を
食
べ
き
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
も
の
で
、
宴
会
等
で
の
食

べ
残
し
、
す
な
わ
ち
、「
食
品
ロ
ス
」

を
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

【ネーミングの由来】

⒈　�法人会での出会い・交流も
　　一期一会（15・

いちごいちえ

10）
⒉　�懇親会等で提供される料理も
　　一期一会（15・

いちごいちえ

10）

女
性
部
会
「
一
期
一
会
（
15
・

い
ち
ご
い
ち
え10

）
の
す
す
め

第
１
回　
健
康
経
営
委
員
会
開
催

　

６
月
８
日
、
㈱
ジ
ツ
タ
中
国
別
棟
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
募
し
て
集
ま
っ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー（
12
名
）

で
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
結
果
、
ま
ず
は
経
営
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
会
員
企
業
の
活
力
向
上
及
び
法
人
会
の

活
性
化
を
目
指
し
て
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

〈
セ
ミ
ナ
ー
〉

　

第
１
回
「�

ま
ず
社
長
が
タ
フ
に
な
る
。
健
康
経
営
は
は
じ
め
の
一
歩

～
メ
ン
タ
ル
×
睡
眠
編
～
」
９
月
10
日
開
催

　

第
２
回　

�

仮
テ
ー
マ
「
メ
ン
タ
ル
×
運
動
」
開
催
日
等
の
詳
細
は
後
日
決
定

『
あ
な
た
の
会
社
も
健
康
経
営
の
環
に
参
加
し
よ
う
！
』

　
　

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　
　

健
康
経
営
宣
言
フ
ォ
ー
ム
へ

法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
へ
新
規
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
は
、
法
人
会
会
員

の
意
見
を
集
約
す
る
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
！
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●

三
浦
真
一
税
理
士
事
務
所

税理士業務アラカルト シリーズ70

実
家
で
の
稲
作

中国税理士会

三浦 真一

　

私
の
実
家
は
、
山
口
県
岩
国
市
の
美

川
町
に
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
玖
珂
郡

美
川
町
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
現
在
は

岩
国
市
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。
広
島

か
ら
は
車
で
高
速
道
路
を
利
用
し
て
１

時
間
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
の
は
、
澄
み
渡

る
水
で
知
ら
れ
る
錦
川
で
す
。
こ
の
川

を
下
っ
て
い
く
と
、
あ
の
有
名
な
国
指

定
の
名
勝
「
錦
帯
橋
」
へ
と
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
錦
川
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
に

沿
う
よ
う
に
し
て
小
さ
な
集
落
が
点
在

す
る
の
が
、
私
た
ち
の
美
川
町
で
す
。

　

静
か
な
山
あ
い
の
町
で
す
が
、
歴
史

を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
期
に
か
け
て
、
こ
の
地
は
銀
、
ス

ズ
、
銅
、
そ
し
て
タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど

を
産
出
す
る
鉱
山
街
と
し
て
大
い
に
繁

栄
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
す
べ
て
の

山
が
閉
山
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
巨

大
な
坑
道
跡
を
利
用
し
た
テ
ー
マ
パ
ー

ク
「
美
川
ム
ー
バ
レ
ー
」
は
、
テ
レ
ビ

C
M
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
ご
家

族
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
国
山
地
の
深
い
山
懐
に
抱
か
れ
た

美
川
町
に
は
、
平
地
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
実
家
の
あ
る
集
落
の
家
々
の

前
に
広
が
る
田
ん
ぼ
は
す
べ
て
、
幾
重

に
も
重
な
る
美
し
い
「
棚
田
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
18
年

間
を
こ
の
美
川
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。

当
時
の
日
課
で
あ
り
、
大
切
な
暮
ら
し

の
一
部
だ
っ
た
の
が
、
実
家
の
棚
田
で

行
う
稲
作
の
手
伝
い
で
す
。
春
先
か
ら

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
し
て
田
起
こ
し
か

ら
始
ま
り
、
代
掻
き
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
し
て
、
そ
の
刈
り
取
っ
た
稲
穂
を
稲

架
掛
け
し
て
乾
燥
さ
せ
、
脱
穀
ま
で
の

作
業
を
し
ま
す
。
平
坦
な
大
区
画
の
田

ん
ぼ
と
は
異
な
り
、
斜
面
に
作
ら
れ
た

棚
田
で
の
農
作
業
は
子
供
な
が
ら
大
変

だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
水
の
管
理

や
畦
（
あ
ぜ
）
の
補
修
、
急
勾
配
で
の

手
作
業
な
ど
、
額
に
汗
を
流
し
な
が
ら

家
族
全
員
で
作
業
し
て
、
懐
か
し
く
当

時
の
記
憶
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

豊
か
な
水
と
自
然
の
恵
み
を
受
け
実

る
稲
穂
の
黄
金
色
は
、
言
葉
に
で
き
な

い
ほ
ど
の
達
成
感
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
自
然
の
厳
し
さ
と
温
か
さ
、
そ
し

て
地
道
な
労
苦
が
結
実
す
る
喜
び
を
、

田
舎
で
育
っ
た
経
験
を
通
じ
て
形
成
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

故
郷
を
離
れ
、
社
会
に
出
て
年
月
が

経
っ
た
今
で
も
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
思

い
出
す
の
は
錦
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
、
棚

田
を
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
な
風
の
香
り

で
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
田
舎

の
姿
や
事
業
環
境
も
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
お
り
ま
す
。
通
っ
て
い
た
小
学

校
、
中
学
校
も
閉
校
し
、
人
口
も
か
な

り
減
少
し
、
子
供
の
こ
ろ
は
旅
館
、
食

料
品
店
、
電
気
小
売
店
、
魚
屋
、
理
髪

店
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
下
り
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
賑
わ
い

と
比
べ
非
常
に
さ
み
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

両
親
は
他
界
し
て
い
ま
す
の
で
、
実

家
も
今
で
は
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、

稲
作
、
集
落
で
の
お
寺
、
墓
所
の
草
刈

り
の
お
手
伝
い
に
帰
省
す
る
程
度
で
す

が
、
体
力
が
続
く
限
り
は
集
落
の
活
動

に
協
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ふ
る
さ
と
納
税
も
し
て
い

ま
す
。

広島東
支部

本 社 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８ 号　　　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)247-2115            ＦＡＸ(082)245-8607

本社工務部 広 島 市 中 区 中 町 ８ 番 ８号 6 階　　      〒730-0037

ＴＥＬ(082)240-9922            ＦＡＸ(082)240-9925

可部営業所 広島市安佐北区可部２丁目５番１７号　　    〒731-0221

ＴＥＬ(082)812-3333            ＦＡＸ(082)814-5241

バックグラウンドで

光っていたい

ヱヱ ビビ スス 電電 工工 株株 式式 会会 社社
いつも社会の

〒
７
３
０
－
０
０
３
７

広
島
市
中
区
中
町
７
－
41

�
広
島
三
栄
ビ
ル
７
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
２
－
５
０
４
－
３
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
２
－
５
０
４
－
３
０
２
２
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はじめの一歩を　 　しよう！
　　　キャッシュレス納付

体験
　　　キャッシュレス納付キャッシュレス納付キャッシュレス納付

はじめの一歩を　 　しよう！体験体験体験

令和７年９月

e-Taxを使った
e-Taxを使った

令和７年3月に「源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナー」
を開設しました。
実際の画面（e-Tax）を使って、一連の流れを体験できます。
※体験コーナーから、実際にe-Taxによる送信や納付が行われることはありません。

「源泉所得税のキャッシュレス
納付体験コーナー」で検索

徴収高計算書の作成

ダイレクト納付(自動ダイレクトを含む。)

インターネットバンキングによる納付

験   で   き  る   こ   と体

スマホでもできるよ！

単   を   体  験    ！     ！簡

「自動ダイレクト」とは？

パソコン操作やe-Taxに不安のある方に
特におすすめです！！

申告書等データの送信とあわせて納付データを送信することができる機能。
手続はチェックボックスに 　 を入れるだけですのでとても簡単。

実際の申告書等データの画面

ここにチェッ
クを

入れるだけ
ここにチェック

を

入れるだけ

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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国税庁 国税庁ホームページ
https://www.nta.go.jp/

スマホを利用した納税証明書（PDF）の請求は、本人（法人の場合は代表者本人）のみ行うことができます。
代理人の方はお手持ちのパソコンから請求してください。
代理人の方が、業務として納税証明書の請求を行うことは、税理士法に規定する税務代理に該当します。

ご利用に当たっては、納税者本人（法人の場合は代表者本人）のマイナンバーカードが必要です。ご利用に当たっては、納税者本人（法人の場合は代表者本人）のマイナンバーカードが必要です。
留意点

R7.07

納税証明書（PDF）は、お手持ちのスマホ・タブレット・パソコンからe-Taxを使って、
簡単に請求から受取までできますので、是非ご利用ください！

詳しい手続の仕方はこちらから　
https://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/shomei_index.htm 

メリット
1

メリット
2

メリット
3

いつでもどこでも!

※書面での請求の場合は、1税目1年度1枚あたり400円
１税目１年度あたり370円

期間内※であれば ※コンビニエンスストアの印刷サービスを利用する
場合には、別途手数料がかかります。
※電子納税証明書の場合、e-Taxのメッセージボックス
に90日間保存されます。
その期間内であれば、何度でも使用可能です。

タブレット
パソコンでも！

オンラインで請求から受取までの流れ

e-Taxホームページからログイン
メインメニューの「申請・納付手続を行
う」を選択し、「納税証明書の交付請求
(電子交付用)」を選択。
※e-Taxを初めてご利用になる場合は、
アカウントの作成が必要です。

何度でも印刷・使用可能！

スマホで完結！
手数料がお得！

デジタル庁
公式noteはコチラ

自宅やオフィスで請求 電子発行・受取電子申請

納税証明書
個人の方

https://login.e-tax.nta.go.
jp/login/reception/loginI
ndividual

法人の方　
https://login.e-tax.nta.go.
jp/login/reception/login
Corporate

必要事項を入力して送信
マイナンバーカードを読み込んで電子
署名を付与。

メッセージボックスに
手数料の案内が格納されます。
インターネットバンキング等で手
数料納付後、納税証明書(PDF) を
ダウンロードできるようになります。

step1 step2 step3

マイナンバーカード及び電子証明書の有
効期限にご注意ください。
有効期限を過ぎた場合、e-Tax 手続やマイ
ナ保険証としての利用などができません
ので、お早めに更新手続をお願いします。
有効期限や更新手続等の詳細は、デジタ
ル庁公式note をご確認ください。

マイナンバーカード
が必要です！

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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厳選野菜とお米、瀬戸内の味覚を満喫。

会員企業のお店紹介第22回
和食料理

こぶしロマンこぶしロマン

帝釈峡で知られる自然に恵まれた東城町より旬の野菜
やお米が到着。生産段階からオーナー夫婦も携わりみ
ずみずしい旬の野菜やお米を生かした和食が楽しめま
す。店内での購入も可能です。食材にこだわり、空間
にこだわり、調理方法にこだわる本格和食。
ここでしか味わえない選りすぐりの絶品料理をお愉し
みください。

名物メニュー
飲み放題付♪旬彩こぶしコース�������6,000円
飲み放題付♪雅こぶしコース～瀬戸の香り～�…7,700円
２名～46名様までご利用していただけます。

■ 広島市中区鉄砲町9-3 クレセントヒルズ1F
■ 11：30～14：00、18：00～22：00
■ 日曜、祝日
■ 082-511-1701

所
営
休
☎︎「焼肉　いち。」　案内図

※※１１階階がが「「フファァミミリリーーママーートト」」

※※市市内内電電車車のの駅駅　　「「銀銀山山町町」」（（かかななややままちちょょうう））　　目目のの前前

住所　：　広島市中区幟町１４-５　（広共ビル　２階）

本気の焼肉店をお探しの方は是非いち。へ

焼肉
焼肉・ホルモン・溶岩焼き いち。焼肉・ホルモン・溶岩焼き いち。

焼肉いち。はおかげさまで17周年を迎えます。
特別な個室空間。顔のわかる安心した牧場からの仕入
れと、丁寧な洗いをする事での安定した味と鮮度のお
肉の提供。そして楽しさにこだわった接客。
溶岩焼きは本当に楽しく美味しいです。
店主は命をかけて全国や世界を周り、お肉の味を進化
させています。

名物メニュー

和牛ぷりぷりホルモン………………………1,180円
和牛ブリスケのすき焼き風…………………1,280円
和牛シャトーブリアン溶岩焼き……………7,880円

■ 広島市中区幟町14-5 第三広共ビル2階
　　※１階が「ファミリーマート」
　　※市内電車の駅「銀山町」（かなやまちょう）目の前
■ 17：30〜23：00（金土日は17：00〜23：00）
■ 不定休
■ 082-554-1512

所

営
休
☎︎

　
　

27
日
㈫　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

27
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
5
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

11
月
11
日
㈬　

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド（
本
通
商
店
街
）

　
　

12
日
㈭　

⃝県
青
年
の
集
い
第
6
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

14
日
㈯　

⃝女
租
税
作
品
合
同
表
彰
式（
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
）

　
　

19
日
㈭　

⃝全
青
年
部
連
絡
協
議
会（
松
江
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

　
　

20
日
㈮　

⃝全
第
40
回「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」島
根
大
会（
松
江
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

　
　

25
日
㈬　

研
修
旅
行（
府
中
市
方
面
）

　
　

26
日
㈭　

⃝中
中
国
5
県
県
連
組
織
･
厚
生
拡
大
合
同
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

12
月
9
日
㈬　

広
島
東
税
務
署
長
講
演
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

21
日
㈪　

⃝県
青
年
の
集
い
第
7
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

1
月
19
日
㈫　

⃝全
新
年
賀
詞
交
換
会（
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
　

19
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
8
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

21
日
㈭　

⃝県
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
展
示（
福
屋
駅
前
店（
1
／
21
～
1
／
26
））

　
　

26
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
9
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

28
日
㈭　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

28
日
㈭　

新
春
講
演
会
・
新
入
会
員
歓
迎
名
刺
交
換
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
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4
月
13
日
㈪　

⃝県
監
事
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

16
日
㈭　

⃝全
全
女
連「
情
報
交
換
会
」（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

　
　

16
日
㈭　

⃝全
第
20
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム（
埼
玉
大
会
）（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

　
　

22
日
㈬　

⃝県
第
1
回
正
副
会
長
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

22
日
㈬　

⃝全
令
和
8
年
度
第
1
回
青
連
協
役
員
会（
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

　
　

23
日
㈭　

⃝県
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
２
０
２
６（
二
葉
）

　
　

30
日
㈭　

⃝県
青
連
協
第
1
回
正
副
会
長
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

5
月
20
日
㈬　

⃝県
第
1
回
理
事
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

29
日
㈮　

⃝全
総
合
企
画
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

6
月
2
日
㈫　

⃝全
第
1
回
女
連
協
役
員
会
・
女
連
協
定
時
連
絡
協
議
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

8
日
㈪　

⃝全
第
56
回
理
事
会
・
功
労
者
表
彰
式（
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
　

9
日
㈫　

⃝県
第
1
回
税
制
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

11
日
㈭　

⃝全
令
和
8
年
度
第
2
回
青
連
協
役
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

11
日
㈭　

⃝全
全
法
連
青
連
協
定
時
連
絡
協
議
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

16
日
㈫　

⃝県
第
14
回
通
常
総
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

22
日
㈪　

⃝県
青
年
の
集
い
第
1
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

30
日
㈫　

⃝県
青
連
協
第
2
回
正
副
会
長
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

30
日
㈫　

⃝県
青
連
協
第
1
回
理
事
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

7
月
7
日
㈫　

⃝県
女
連
第
1
回
正
副
会
長
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

7
日
㈫　

⃝県
女
連
第
１
回
理
事
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

8
日
㈬　

⃝県
第
1
回
広
報
委
員
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

15
日
㈬　

⃝県
第
1
回
研
修
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

28
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
2
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

8
月
5
日
㈬　

⃝県
第
1
回
健
康
経
営
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

18
日
㈫　

⃝県
第
1
回
総
務
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

24
日
㈪　

⃝県
青
年
の
集
い
第
3
回
実
行
委
員
会（
村
一
番
）

　
　

25
日
㈫　

⃝全
新
任
事
務
局
長
セ
ミ
ナ
ー（
全
法
連
会
館
）

　
　

28
日
㈮　

⃝全
令
和
8
年
度
第
3
回
青
連
協
役
員
会（
全
法
連
会
館
）

4
月
9
日
㈭　

⃝青
第
1
回
研
修
委
員
会（
和
牛
あ
み
焼
会
席
シ
ズ
ラ
ー
）

　
　

9
日
㈭　

⃝青
第
1
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

13
日
㈪　

⃝青
第
1
回
厚
生
委
員
会（
焼
肉 

浜
焼
き 

海
鮮 

こ
こ
ろ
～
か
ど
で
離
れ
～
）

　
　

13
日
㈪　

⃝青
第
2
回
研
修
委
員
会（
焼
肉 

浜
焼
き 

海
鮮 

こ
こ
ろ
～
か
ど
で
離
れ
～
）

　
　

14
日
㈫　

第
1
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

14
日
㈫　

⃝青
第
1
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

16
日
㈭　

⃝青
第
1
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
水
産
会
社
直
営 

魚
右
衛
門
）

　
　

20
日
㈪　

⃝青
第
2
回
組
織
委
員
会（
広
島
本
通
商
店
街
振
興
組
合
）

　
　

21
日
㈫　

第
1
回
理
事
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

24
日
㈮　

⃝青
第
1
回
理
事
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

24
日
㈮　

⃝青
第
36
回
通
常
総
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

28
日
㈫　

⃝女
第
1
回
理
事
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

28
日
㈫　

⃝女
第
36
回
通
常
総
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

5
月
8
日
㈮　

⃝青
租
税
教
室（
牛
田
小
学
校
）

　
　

11
日
㈪　

⃝青
第
3
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

11
日
㈪　

⃝青
第
2
回
厚
生
委
員
会（
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
）

　
　

12
日
㈫　

⃝青
第
2
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

12
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
千
田
小
学
校
）

　
　

20
日
㈬　

⃝青
租
税
教
室（
白
島
小
学
校
）

　
　

20
日
㈬　

⃝青
第
3
回
研
修
委
員
会（
Ｊ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
紙
屋
町
店
）

　
　

25
日
㈪　

⃝青
租
税
教
室（
袋
町
小
学
校
）

　
　

27
日
㈬　

⃝青
5
月
例
会（
Ｊ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
紙
屋
町
店
）

　
　

28
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
矢
賀
小
学
校
）

　
　

29
日
㈮　

⃝青
第
2
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
青
ひ
げ
本
店
）

6
月
2
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
中
山
小
学
校
）

　
　

3
日
㈬　

第
16
回
通
常
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

4
日
㈭　

税
制
改
正
説
明
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

8
日
㈪　
第
1
回
委
員
会
横
断
的
な
改
革
Ｐ
Ｔ（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

8
日
㈪　

第
1
回
健
康
経
営
委
員
会（
ジ
ツ
タ
中
国
）

　
　

8
日
㈪　

⃝青
第
3
回
厚
生
委
員
会（
炭
火
和
食 

Ｓ
ｏ
）

　
　

9
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
尾
長
小
学
校
）

　
　

9
日
㈫　

⃝青
第
3
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

11
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
大
州
小
学
校
）

　
　

11
日
㈭　

⃝青
第
1
回
広
報
委
員
会（
平
八
ダ
イ
ニ
ン
グ
）

　
　

15
日
㈪　

⃝青
第
4
回
組
織
委
員
会（
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン
・
溶
岩
焼
き 

い
ち
。）

　
　

17
日
㈬　

⃝青
租
税
教
室（
牛
田
新
町
小
学
校
）

　
　

18
日
㈭　

⃝青
第
3
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
鉄
板
ベ
ー
ス 

栗
し
ん
）

　
　

23
日
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
戸
坂
小
学
校
）

　
　

25
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
三
育
学
院
小
学
校
）

　
　

26
日
㈮　

第
2
回
委
員
会
横
断
的
な
改
革
Ｐ
Ｔ（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

29
日
㈪　

⃝青
⃝女
合
同
例
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

29
日
㈪　

⃝青
租
税
教
室（
基
町
小
学
校
）

7
月
2
日
㈭　

⃝青
租
税
教
室（
戸
坂
城
山
小
学
校
）

　
　

6
日
㈪　

⃝青
租
税
教
室（
早
稲
田
小
学
校
）

　
　

7
日
㈫　

⃝青
第
4
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

8
日
㈬　

⃝青
租
税
教
室（
東
浄
小
学
校
）

　
　

9
日
㈭　

⃝青
第
4
回
厚
生
委
員
会（
グ
ラ
タ
ン
・
オ
ー
ブ
ン
専
門
店 

グ
ラ
ト
ー
ニ
）

　
　

13
日
㈪　
第
3
回
委
員
会
横
断
的
な
改
革
Ｐ
Ｔ（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

22
日
㈬　

第
1
回
研
修
委
員
会（
こ
ぶ
し
ロ
マ
ン
）

　
　

23
日
㈭　

第
1
回
広
報
委
員
会（
八
雲 

流
川
店
）

　
　

23
日
㈭　

⃝青
第
4
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
海
鮮
炉
端
焼
き 

ミ
ョ
ン
ド
ン
）

　
　

24
日
㈮　

⃝青
第
5
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

29
日
㈬　

⃝青
第
4
回
研
修
委
員
会（
焼
肉
・
ホ
ル
モ
ン
・
溶
岩
焼
き 

い
ち
。）

　
　

31
日
㈮　

⃝青
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会（
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｄ
Ａ 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
－
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ 

ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
）

8
月
3
日
㈪　
第
4
回
委
員
会
横
断
的
な
改
革
Ｐ
Ｔ（
広
島
東
法
人
会
事
務
局
）

　
　

6
日
㈭　

⃝青
第
5
回
厚
生
委
員
会（
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
）

　
　

18
日
㈫　

第
1
回
組
織
委
員
会（
広
銀
本
店
会
議
室
）

　
　

18
日
㈫　

⃝青
第
5
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

19
日
㈬　

⃝青
第
5
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
ア
ル
モ
ニ
会
議
室
）

　
　

21
日
㈮　

三
者
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

24
日
㈪　
第
2
回
広
報
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

26
日
㈬　

⃝青
第
6
回
組
織
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

27
日
㈭　

⃝青
8
月
例
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

季
間
予
報

9
月
2
日
㈬　

⃝中
第
51
回
定
期
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

3
日
㈭　

第
1
回
総
務
委
員
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

7
日
㈪　

⃝全
財
務
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

8
日
㈫　

⃝青
第
6
回
正
副
委
員
長
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

9
日
㈬　

⃝県
第
2
回
税
制
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

10
日
㈭　

第
1
回
健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー（
ル
イ
ー
ド 

タ
バ
ー
ン
）

　
　

11
日
㈮　

⃝青
9
月
例
会（
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）

　
　

11
日
㈮　

⃝県
事
務
局
長
会
議（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

16
日
㈬　

⃝県
第
1
回
組
織
・
厚
生
合
同
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

16
日
㈬　

⃝県
感
謝
の
集
い（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

17
日
㈭　

第
2
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

18
日
㈮　

大
州
支
部
委
員
会（
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
グ
リ
ル「
好
」）

　
　

18
日
㈮　

⃝全
理
事
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

29
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
4
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

29
日
㈫　

第
2
回
理
事
会（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
）

10
月
2
日
㈮　

⃝女
第
1
回
役
員
会（
二
葉
）

　
　

5
日
㈪　

第
2
回
研
修
委
員
会（
安
芸
茶
寮
）

　
　

8
日
㈭　

⃝全
第
42
回
法
人
会
全
国
大
会（
茨
城
大
会
）（
水
戸
市
民
会
館
）

　
　

17
日
㈯　

⃝青
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流
会（
本
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

19
日
㈪　

⃝青
第
2
回
理
事
会（
二
葉
）

　
　

19
日
㈪　

⃝青
青
年
経
営
者
勉
強
会（
二
葉
）

　
　

21
日
㈬　

⃝県
広
島
国
税
局
長
講
演
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

23
日
㈮　

⃝女
第
2
回
定
例
会（
上
野
学
園
ホ
ー
ル
）

　
　

27
日
㈫　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

27
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
5
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

11
月
11
日
㈬　

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド（
本
通
商
店
街
）

　
　

12
日
㈭　

⃝県
青
年
の
集
い
第
6
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

14
日
㈯　

⃝女
租
税
作
品
合
同
表
彰
式（
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
）

　
　

19
日
㈭　

⃝全
青
年
部
連
絡
協
議
会（
松
江
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

　
　

20
日
㈮　

⃝全
第
40
回「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」島
根
大
会（
松
江
く
に
び
き
メ
ッ
セ
）

　
　

25
日
㈬　

研
修
旅
行（
府
中
市
方
面
）

　
　

26
日
㈭　

⃝中
中
国
5
県
県
連
組
織
･
厚
生
拡
大
合
同
委
員
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

12
月
9
日
㈬　

広
島
東
税
務
署
長
講
演
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

21
日
㈪　

⃝県
青
年
の
集
い
第
7
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

1
月
19
日
㈫　

⃝全
新
年
賀
詞
交
換
会（
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
　

19
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
8
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

21
日
㈭　

⃝県
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
展
示（
福
屋
駅
前
店（
1
／
21
～
1
／
26
））

　
　

26
日
㈫　

⃝県
青
年
の
集
い
第
9
回
実
行
委
員
会（
広
島
大
同
生
命
ビ
ル
）

　
　

28
日
㈭　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

28
日
㈭　

新
春
講
演
会
・
新
入
会
員
歓
迎
名
刺
交
換
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

■全
■法
■連
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■法
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■だ
■よ
■り

■事
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広
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会
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第
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●
今
回
の
表
紙
は
、
猿
猴
橋
で
す
。
原
爆
投
下
前
か
ら
あ
っ
た
橋
で
、

被
爆
後
も
落
橋
せ
ず
に
残
っ
た
「
被
爆
橋
梁
」
の
一
つ
で
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
移
り
変
わ
り
ゆ
く
広
島
の
町
並
み
の
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
編
集
後
記
》

●�

昨
年
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
見
に
北
海
道
を
訪
ね
た
が
早
い
と
言
わ
れ
、

リ
ベ
ン
ジ
と
ば
か
り
に
例
年
見
頃
と
言
わ
れ
る
7
月
に
今
年
も
訪

れ
た
が
見
頃
を
逃
し
た
。
三
度
目
の
正
直
は
有
る
の
だ
ろ
う
か
？

気
候
変
動
が
恨
め
し
い
。�

（
市
原
）

●�

私
事
で
す
が
6
月
1
日
に
第
二
子
を
出
産
し
ま
し
た
。
子
育
て
は

一
瞬
と
聞
き
ま
す
。
い
つ
か
巣
立
っ
て
い
く
我
が
子
と
の
日
々
を

大
切
に
し
た
い
で
す
。�

（
田
中
）

●�

熊
本
で
の
地
震
に
心
が
痛
み
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
安
全
を

祈
り
つ
つ
、
万
が
一
に
備
え
た
支
え
合
い
の
絆
を
日
頃
か
ら
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。�

（
金
子
）

藤
井
悟
事
務
局
長
退
職
あ
い
さ
つ

　

6
月
30
日
付
で
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
4

月
の
採
用
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
開
催
が
ま
ま
な
ら
ず
、
ひ
と
と
お

り
（
一
巡
）
開
催
で
き
る
ま
で
3
年
か
か
り
ま
し
た
。
6
年
間
、
い

ろ
い
ろ
（
個
性
豊
か
）
な
方
と
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
今
後
の
ご
発
展
、
ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

畑
昌
起
事
務
局
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

7
月
1
日
付
で
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
畑
で
す
。
40
年
余
り

勤
務
し
た
国
税
の
職
場
を
昨
年
7
月
に
退
職
し
ま
し
た
。
広
島
東
法

人
会
の
会
活
動
が
円
滑
に
行
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
前

任
の
藤
井
さ
ん
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表

紙

の

説

明




